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月から31カ月程度，塩素イオン濃度が地下水頭変化に遅れていると解析されている (8)。ま た，地

下水頭の上昇率と塩素イオン濃度の減少率との相関関係が求められている(図2-9-51)。これらの

値から，地下水の塩水化を防止するための地下水頭は七中井において当面 -1.4m にコントロ ー

ノレすべきである としているω。

(猿山光男〕
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9. 宮崎平野

(1) 地形・地質

宮崎平野は 日向灘に面して発達している数列の横列砂丘，沖積{民地およびその西側に発達する

海岸段丘を含めた範囲で，南限を加江田川，北限を耳川によってそれぞれ限られている。

海岸段丘は標高 10-135m にかけて発達している。段丘礁周の層厚は 10-35m と比較的簿く，

その基盤は主として新第三紀層の宮111奇層群からなっている。宮崎層群は砂岩， シノレト岩の互層か

らなっており ，難透水層である。

砂丘は大淀川左岸の村角地域付近で最も良く発達しており，海岸から 2.5klllの範囲に少なく

とも3列みられる。 ここより離れるに従って，砂丘の発達は貧弱となり，大淀川右岸部では l列

発達するのみである。砂丘の最高標高は 28mであり，砂丘列聞は沖積低地で水田となっている。

沖積低地は段丘と砂丘の聞に発迷しており，その表層は，大淀川をはじめとする河川の氾濫原

推移i物および完新世の海進時堆積物によって形成され， 旧河川敷を示す自然堤防や後背湿地が発

達している。一方，消武川沿いには砂磯層からなる氾濫原地積物が分布している。清武町付近で

は10-141ll程度であり，下流音[1の海岸部(宮崎市〉では 10m程度の層厚となっている。透水性

が非'前に良く，口径1.2-4 1ll，深度 4-6mの浅井戸で 2，000-4，000 m
3
/dの取水が可能であり

(比初出量は 2，600-4，500m'fd)，同様に，氾濫原砂喋層の分布す るーツ瀬川，小丸川 などの河川沿

いにも不圧地下水が豊富に賦存している。

大淀川や八重川の旧流路は現位置よりも北側にあり ，かつ，その標高は前者で -60111以深，

後者で -30m 以深となっている(図2-9-52，53)。一方，標高 0--10m に埋没平坦商があり ，

波食台と考えられている (1)。

旧流路や波食台を埋める堆積物は，下位よりJ深層(基底「劇函)，粘土層(粘土3 シノレト)，砂層お

よび表土となっている。ただし，大淀川や清武川周辺部では，表層部にT劇晋が発達する(図 2-9-

53)。
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埋没谷を埋める土佐積物は下位よ り層厚 1m以下の基底磯層 3 層厚 20m以上のシノレト層，層厚

11-15 m の砂層(下層は細粒で貝化石を含み，上層は中位砂からなる〉および表層部の粘土， シノレト

層 U冨j享 3~ 6 m) からなっている。主要・な帯水層は砂層でp ほぼ水平構造を示している。上層の

中粒砂は2 比抵抗値 100~160 Q-m，下層の細粒砂のそれは 20~70ρ-lll であり，透水係数は

10-3 _10-4 
11"1/S とやや大きい値を示す。旧期段丘砂磯層は 200Q-m程度の比抵抗値を有し，良

好な帯水層となっているが，その分布が狭く 利用可能量は少ない。基底1深層は層厚が 1m以下

と薄く，かつ， 深部に分布することから採水の対象となっていない。

自然水位はほとんどの井戸で 2m以内であり p 水位低下量 4 ~ 5m のときの揚水量は 500-

1，000 m3/d で s 比湧出量は 100~ 200 m3/d/mである。

地下水位変化の代表例は図 2-9-55に示した。降雨の影響を鋭敏に受ける 不圧地下水であ る。

表層部を覆う粘土層はN1直が 0- 3程度と柔らかく，薄いため透水性で、あることを示している。

このため，降雨の多い夏期やかんがい期には，沖積面からの j函養量が多く ，地下水位が 50cm

程度高くな ってい る。

大淀川などの旬、流水が直接期待できるところを除けば，宮崎平野の地下水は降雨による浸透水
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を反復利用していることになる。もちろん3 砂丘地帯の地下水利用も同様の利用形態となってい

る。

(猿山光男)
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10. 出水平野

(1) 地形・地質

不知火海の最南端に面したこの出水平野は，南九州一帯に広く分布する姶良火砕流(しらす〉 の

北限に近い。 この平野は四万十帯を基盤とし，その陥没谷に第四紀の厚い堆積物が分布しており 3

その層厚は 390mにも達する。扇状地と沖積平野'からなり，南側は基盤の四万十帯の地層が分

布し，北東側は矢筈岳安山岩類によって形成された山地がある。不透水性基盤をつくる四万十帯

の地層を担って，陥没低地の第四紀層は下位より次のように堆積している(表2-9-18)(2)。

出水層は下位より A，B，Cと呼ばれる 3枚の火砕流堆積物を主体とし，泥岩， 1徐岩，凝灰岩な

どの薄ー層を挟み，全層厚 250m 以上に達する。各火砕流堆積物はそれぞれ 50-60m の層厚をも

っており，地表には露出せず平野地下に広く分布する。これらの火砕流土佐積物の年代は 120-130

万年前を示している。

矢筈岳安山岩類は黒色-n音灰色の触密な両輝石安山岩類で¥平野東方の山地を形成し，平野地

下まで延びている。各層厚 50-60mに達する厚い 2枚の安山岩溶岩流と凝灰角磯岩，凝灰岩を

伴い， l上l水市山崎付近では全層厚 150mに達する。

火砕流D (古期溶結凝灰岩〉は広瀬川沿いの平野東南部に点々と分布するもので，周厚 40-50

IIIで灰~暗灰色を呈し，風化すると赤褐~紫色に変化し，岩相の変化 がはげしい。安山岩様を

示すと ころもある。

この溶結凝灰岩の活動の後， 上部にしらすを挟んで 4段に細分できる段丘堆積物が分布してい

る。四万十累層群を不透水性基盤としてp 出水層から火砕流Dまでが出水平野における被圧地下

水の帯水層となっている。

段丘堆積物およびしらす層は平野の地表部の大部分を占め，下位により小原砂磯層， しらす

〈姶良火砕流)，出水砂T劇習， ローム層，武本砂1深層に細分される。小原砂喋層は標高 80-1001ll

の高位段丘面をつくり，上部は風化によって“くさり磯n になっており，中~大礁の砂礁を主体

とし，末端は沖積面下へ没している。この小原砂磯層を不整合に覆ってしらすが分布するが，こ

のしらすは，平野東南部に独立したしらす台地を形成し，標高 60-801llの平坦面をつくる。出

水砂磯層は， この平野の最も広い扇状地面をつくっており，淘汰の悪いノレーズな砂磯届からなっ

ている。しらすを不整合に覆い，上位をロ ーム層に現われる こと から，南九州の各河川沿いのし

らす台地上にのる河岸段丘砂礁層(笠野原砂磯層など〉に対比できる。武本砂磯層は，広瀬川など

現在の河川沿いに，沖積菌と比高 10m以下で帯状に分布し，屑j亭 4-5mの新鮮な砂f劇冨か ら


